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□研究プロジェクトの概要 

研究プロジェクト名 高絶縁性膜被膜腹腔鏡下外科手術用電気メスの研究開発 

代  表  機  関  有限会社プラス 

共同研究ﾁｰﾑ構成機関 兵庫県立大学大学院工学研究科、群馬大学医学部第一外科、 
湘南窒化工業株式会社、株式会社栗田製作所、有限会社河島製鋏所 

研 究 分 野 ライフサイエンス分野、○ナノテクノロジー・新製造技術・新素材分野 

 
□研究結果の概要 

【①研究プロジェクトの概要、特色】 
 内視鏡下外科手術が行われ、直接患部を見ながら電気メスで高周波の電気エネルギー発熱による加熱

凝固で患部を切開する方法が正確・確実な手段として主流となっている。本研究者は簡便で有効な手術

法として、自由な場所から外套なしで腹壁を穿刺し針先端を患部に直接接触させて熱凝固切開するモノ

ポーラ電極タイプの穿刺針を提案(特許出願済み)している。モノポーラ式先端部は施術部位から離れた
患者の体表に固定電極を設け、針先端から固定電極に電気を流す方式であるため、通電する単極先端部

以外はしっかりと絶縁することが必要で絶縁が甘いと患部以外の部位で発熱して危険である。本プロジ

ェクトではかかる問題点の解決策として、絶縁性が高く、２００℃の耐熱性が保証され、潤滑性と耐摩

耗性に優れかつ生体との融和性の高いダイアモンドライクカーボン(ＤＬＣ)膜に着目した。本プロジェ
クトの最大課題は、１～３ｍｍ径で 100～400ｍｍ長の長針部への密着性が高く高絶縁性を保証したＤＬ
Ｃ成膜技術の確立である。 
【②研究の成果】 
 １）針の絶縁性評価システム（漏れ電流試験装置）を開発。 
   DLC成膜(20μｍ程度)で，４００分の１まで低下させることに成功。 
  ２）超極厚(100μｍ超)ＤＬＣ成膜実験装置を製作し、実験に供した。 
 ３）群馬大医学部の評価で 
        ・使用前処理の 130℃ｘ30分の蒸気滅菌でＤＬＣ膜が剥離しないことを確認。 
    ・焼灼電流条件(1500Ｖ、４MHz)で電流漏れのない(絶縁性保証)ことを確認。 
       高密着性ＤＬＣ成膜条件確立：剥離強度６０Ｎ超(密着性試験で接着剤側が破壊) 
  ４）電気メス(鉗子、鋏、ピンセット)への超極厚ＤＬＣ成膜(100μｍレベル)成功。 
 ５）穿刺針製造販売体制確立：穿刺針加工((有)河島製鋏所)、ＤＬＣ成膜(湘南窒化工業㈱)、評価

(群馬大医学部)、販売(共栄通商㈱)。樹脂被覆穿刺針製造会社(㈱町田製作所＠東京)と販売提
携基本合意。 

 ６）バイポーラ方式の電気メス(鉗子、鋏、ピンセット)の開発体制合意。 
   電気メス設計(㈱町田製作所)、電気メス加工((有)河島製鋏所)、ＤＬＣ成膜(湘南窒化工㈱)、

評価(群馬大医学部)、販売(共栄通商㈱)。 
【③本格的研究への展開】 
  １）極厚ＤＬＣ成膜電気穿刺針の最終手術評価＠群馬大医学部 
 ２）バイポーラ方式の電気メス(鉗子、鋏、ピンセット)の開発：補助金活用共同研究。 
    神戸医療産業都市構想との連携 
【④今後の事業化に向けた展開】 
  １）低コストＤＬＣ成膜技術の開発：㈱栗田製作所、湘南窒化工業㈱ 
２）量産電気メスＤＬＣ成膜専用装置の開発：(有)プラス＆㈱栗田製作所 
 ３）共栄通商㈱の医療品製造販売業認可(済み) 
【⑤地域的波及効果】（技術基盤強化等の効果、地域社会・経済発展への寄与） 
  ・ＤＬＣ成膜電気穿刺針を商品化することで、実用的極厚ＤＬＣ成膜技術を確立し、これに続く新た
な極厚ＤＬＣ成膜製品(バイポーラ方式電気メス)の創出を図る。     
・播磨地域を中心とした兵庫県のものづくり産業の活性化・自立化を達成し、首都圏進出への足がか

りとする。 
 


